
石
水
期
・
清
沢
満
之
に
お
け
る

「現
生
正
定
聚
論
」
の
究
明(
上)

——

清
沢
満
之
に
お
け
る
「現
在
安
住
」
の
思
想
的
背
景!
—

西 

本 

祐 

攝

問
題
の
所
在

清
沢
満
之
を

主
幹
と

し
浩
々
洞
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『精
神
界
』
誌
上
に
表
明
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
宗
教
的
伝
統
に
根
ざ
す
信
仰
の
主
張 

を
精
神
主
義
と
い
う
。
そ
の
精
神
主
義

に
お
い
て

満
之
自
ら
が
「
精
神
主
義
の
主
要
」
と

語

る

「
現
在
安
住
」
は
、
先
行
研
究
で
、
親
鸞 

の

「
現
生
正
定
聚
」

に
思
想
的
背
景
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
満
之
が
自
ら
の
宗
教
的
信
念
確
立
に
お
い
て
意
義
深
い
思 

索
を
記
す
、

『臘
扇
記
』
を
中
心
に
し
た
研
究
に
基
づ
い
て
い
る
。
満

之

は

「
現
在
安
住
」
を
宗
教
的
信
念
に
お
い
て
自
覚
的
に
獲
得
さ 

れ
る
と
語
る
の
で
あ
る
か
ら
、
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、

『精
神
界
』
誌
上
に
述
べ
ら
れ
る
、
満

之

の

「
現
在
安
住
」

に
つ

③

い
て
の
思
想
表
現
は
、
精
神
主
義
批
判
の
対
象
と
も
な
っ
て
き
た
。

そ
の
批
判
点
を
端
的
に
言
え
ば
、
満
之
の
精
神
主
義
の
思
想
は
、
 

『臘
扇
記
』
を
執
筆
中
の
満
之
に
影
響
を
与
え
た
、

『
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
語
録
』

の
如
意
不
如
意
論
に
思
想
的
根
拠
を
も
っ
と
い
う
視
座
に 

立
ち
、
満
之
の
親
鸞
思
想
了
解
を
批
判
的
に
論
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
満
之
研
究
の
状
況
を
課
題
的
に
受
け
と
め
る
な
ら
ば
、
満
之
が
親
鸞
の
思
想
、
殊

に

「
現
在
安
住
」

の
思
想
的
背
景
と
指 

摘

さ

れ

る

「
現
生
正
定
聚
」

の
思
想
を
い
か
な
る
意
義
に
お
い
て
了
解
し
て
い
た
の
か
、

こ
の
問
題
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

満
之
は
、
石
水
期
の
垂
水
療
養
中
、
親

鸞

の

「
現
生
不
退
」

「
現
生
正
定
聚
」

の
思
想
に
つ
い
て
深
く
思
索
す
る
機
会
を
も
ち
、

二
つ 

の
纏
ま
っ
た
論
稿
を
執
筆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
在
床
懺
悔
録
」

「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」

で
あ
る
。
本
論
の
主
題
は
、
先
に
述
べ 

た
問
題
関
心
の
も
と
、

こ
の
二
つ
の
論
稿
を
通
し
て
、

石
水
期
に
お
け
る
満
之
の
現
生
正
定
聚
論
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
満
之
は 

「
在
床
懺
悔
録
」

で
、

『浄
土
三
部
経
』

竅

行

信

証

』

に
よ
り
つ
つ
、
浄
土
真
宗
の
根
本
的
な
教
説
を
、
主

に

「
教
行
信
証
」

の
四
法
に 

集
約
し
、

そ
の
綱
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」

で
は
、

「在
床
懺
悔
録
」

の
思
索
を
踏
ま
え
、

『浄
土
論
』

『論
註
』 

『大
乗
起
信
論
』

の
説
に
依
り
な
が
ら
、
四
五
項
目
に
及
ぶ
独
自
の
課
題
設
定
の
も
と
に
他
力
門
仏
教
、
就
中
、
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
の 

了
解
を
述
べ
て
い
る
。

「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」

の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
早

く

西

山

邦

彦

氏

の

「
清
沢
満
之
の
哲
学
的
基
礎
」(

『清 

沢
満
之
の
研
究
』)

が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
今
村
仁
司
氏
、
藤
田
正
勝
氏
等
に
よ
っ
て
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
満
之
の
思
想
研
究
に
お 

け
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
論
稿
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ

れ

ら

の

先

行

研

究

は

『宗
教
哲
学
骸
骨
』

か

ら

の

思

想

展

開

の

上

に

「
他
力
門 

哲
学
骸
骨
試
稿
」
を
位
置
づ
け
る
研
究
成
果
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
哲
学
的
見
地
に
立
っ
た
思
想
研
究
と
い
う
傾
向
を
否
め
な
い
。
本
論 

に
お
い
て
も
、

『宗
教
哲
学
骸
骨
』

か
ら
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
考
察
を
行
う
が
、
さ
ら
に
、
満
之
の
当
時
置
か
れ
た
状
況
と
、

「在
床 

懺
悔
録
」

に
お
け
る
親
鸞
思
想
の
考
究
に
基
づ
い
た
思
想
展
開
と
い
う
視
座
を
重
視
し
、
殊
に
、
満

之

が

親

鸞

の

「
現
生
正
定
聚
」

の
思 

想
を
ど
の
よ
う
に
了
解
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
 

往
事
の
回
想
の
文!

信
仰
の
転
機!

満
之
は
、

一

八

九

〇(

明
治
二
三)

年
七
月
か
ら
ヱ
ー
巳1

1
1
1
1
1
1
！  9

0
5
2
1
3

产
と
称
す
る
厳
し
い
修
道
生
活
を
実
践
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
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体

調

を

崩

し

一

八

九

四(

明
治
二
七)

年
四
月
、
肺
結
核
と
い
う
不
治
の
病
の
診
断
を
下
さ
れ
て
、
教
職
を
辞
す
こ
と
に
な
る
。
満
之
は 

同
年
五
月
ー
ー
ー
日
か
ら
記
す
「
病
床
左
録
」

の

表

紙

に

「
石
水
生
」
と
記
名
し
て
い
る
。
石
水
期
と
い
う
生
涯
の
区
分
は
、

こ
の
満
之
自 

身
の
記
述
に
基
づ
い
て
お
り
、

「
石
水
」
と

は

「
岩
間
を
っ
と
う
苔
水
の
自
然
に
そ
の
情
を
た
く
さ
れ
た
も
の
」
を
意
味
す
る
。
同
年
六 

月
三
日
、
満
之
は
、
沢
柳
政
太
郎
、
稲
葉
昌
丸
、
今
川
覚
神
、
青
木
豊
忠
ら
友
人
達
の
懇
切
な
情
誼
に
折
れ
、
播
州
垂
水
の
舞
子
海
岸
に 

一
軒
の
家
を
借
り
静
養
す
る
。

い

わ

ゆ

る

「養
痫
」
が
は
じ
ま
る
。

ー
九
〇
ー
ー(

明
治
三
五)

年
五
月
末
日
、
満
之
は
往
事
を
回
想
し
て
次
の
文
を
書
き
つ
づ
っ
て
い
る
。 

回
想
す
。
明
治
廿
七
八
年
の
養
痫
に
、
人
生
に
関
す
る
思
想
一

を
一
変
し
略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
と
雖
ど
も
、
人 

事
の
興
廃
は
、
尚
ほ
心
頭
を
動
か
し
て
止
ま
ず
。
乃
ち
廿
ハ
九 

年
に
於
け
る
我
宗
門
時
事
は
終
に
廿
九
卅
年
に
及
べ
る
教
界
運 

動
を
惹
起
せ
し
め
た
り
。

而
し
て
卅
年
末
よ
り
、
卅
一
年
始
に
亘
り
て
、
四
阿
含
等
を 

読
誦
し
卅
一
年
四
月
、
教
界
時
言
の
廃
刊
と
共
に
此
運
動
を
ー 

結
し
、
自
坊
に
投
じ
て
休
養
の
機
会
を
得
る
に
至
り
て
は
大
に 

反
観
自
省
の
幸
を
得
た
り
と
雖
ど
も
、
修
養
の
不
足
は
尚
ほ
人 

情
の
煩
累
に
対
し
て
平
然
た
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
。 

卅
一
年
秋
冬
の
交
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
披
展
す
る 

に
及
び
て
、
頗
る
得
る
所
あ
る
を
覚
え
卅
二
年
、
東
上
の
勧
誘 

に
応
じ
て
已
来
は
、
更
に
断
へ
ざ
る
機
会
に
接
し
て
、
修
養
の

廿
七
年
四
月
、
結
核
診
断
。

養
痫
、
法
を
得
た
る
は
沢
柳
、
稲
葉
、
今
川
、
井
上
等
諸
氏
の 

恩
賜
な
り
。

在
播
州
舞
子
療
養
は
廿
七
年
六
月
よ
り
、
廿
ハ
年
七
月
に
至
る
。 

廿
ハ
年
一
月
、
沢
柳
氏
辞
職
。

同
夏
有
志
建
議
。

廿
九
年
十
一
月
敎
界
時
言
発
刊
。

阿
含
の
読
誦
は
、
敎
界
時
言
を
廃
刊
す
る
前
に
あ
り
。

卅
一
年
四
月
、
敎
界
時
言
廃
刊
。

卅
一
年
五
月
已
降
、
断
然
家
族
を
挙
げ
て
、
大
浜
町
西
方
寺
に 

投
ず
。

卅
一
年
九
月
東
上
、
沢
柳
氏
に
寄
宿
し
、
同
氏
蔵
書
中
よ
り
、
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道
途
に
進
就
す
る
を
得
た
る
を
感
ず
。

而
し
て
今
や
仏
陀
は
、
更
に
大
な
る
難
事
を
示
し
て
、
益

 々

佳
境
に
進
入
せ
し
め
た
ま
ふ
が
如
し
。
豈
感
謝
せ
ざ
る
を
得
む 

や
。明

治
卅
五
年
五
月
末
日

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
を
借
来
す
。

卅
二
年
五
月
、
某
殿
、
及
近
角
氏
等
、
東
上
勧
誘
。

卅
三
年
に
入
り
、
月
見
、
多
田
、
暁
烏
、
佐
々
木
の
四
氏
東
上
。

〔
註 

此
ー
篇
は
、
明
治
三
十
五
年
の
当
用
日
記
の
終
に
記
さ
れ
た
る
も
の
。
圏
点
亦
先
生
の
附
し
た
ま
へ
る
も
の
也
。
〕

(

『〔
明
治
三
十
五
年
当
用
日
記
抄
〕
』
『全
集
』
第
八
巻
・
四
四
一
〜
二
頁) 

満

之

は

回

想

の

文

を

「養
痫
」

か
ら
記
し
始
め
、

「養
痫
」

「
四
阿
含
」

「
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
教
訓
書
」

に
圏
点
を
付
す
。

こ
れ
は
、
満 

之

の

求

道

が

「養
痫
」
と
い
う
療
養
生
活
を
転
機
と
し
て
、
確
実
な
一
つ
の
方
向
性
を
持
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、

「
四
阿
含
」

「
エ
ピ
ク
テ 

タ
ス
氏
教
訓
書
」
が
満
之
の
宗
教
的
信
念
確
立
の
歴
程
に
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
を
証
左
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
 

満
之
の
生
涯
を
遡
る
と
、

「
回
想
の
文
」

に

記

さ

れ

る

「
明
治
二
十
七
、

ハ
年
の
養
痫
」
以
前
に
も
、
満
之
の
求
道
は
、
宗
門
の
英
才
教 

育
機
関
で
あ
る
育
英
教
校
、
東

京

帝

国

大

学

で

学

び

『宗
教
哲
学
骸
骨
』

に
収
斂
さ
れ
る
学
問
的
思
索
と
、
そ
れ
を
衣
食
住
の
実
際
生
活 

の
上
に
実
践
し
た
負
巳

!
1
1
1
1
1
1
1『

0
5
2
1
3
1
6

と
し
て
あ
っ
た
。
西
村
見
暁
は
そ
の
こ
と
を
、
 

先
生
に
と
っ
て
前
者
は
真
宗
真
諦
門
の
研
究
で
あ
り
、
後
者
は
真
宗
俗
諦
門
の
研
究
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
清 

沢
先
生
の
信
境
展
開
の
過
程
か
ら
み
れ
ば
、
先
生
自
身
告
白
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
獲
信
以
前
の
探
求
で
あ
り
、
体
験
で
あ
る
。

(

法

藏

館

『全
集
』
第

三

巻

「解
説
」

・
七
五
ハ
頁) 

と
述
べ
て
い
る
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
満
之
自
身
の
回
想
の
文
に
お
い
て
、
宗
教
的
信
念
確
立
と
い
う
求
道
の
歴
程
が
こ

の
「養
痫
」

か
ら 

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
満

之

に

と

っ

て

垂

水

で

の

「養
痫
」
、
す
な
わ
ち
結
核
療
養
生
活 

は
自
ら
の
死
と
の
対
面
で
あ
っ
た
。
満
之
は
死
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
満
之
の
、
死
の
問
題
へ
の
関
心
は
早
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く
、
す
で
に
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト
に
は
、
 

死
は
生
の
母
な
り
。
是
れ
必
然
の
理
な
り
。(

中
略)

此
に
由
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
仏
者
の
所
謂
生
死
流
転

(

「〔
大
学
第
四
年
度
ノ
ー
ト
〕
」
〔
生
と
死
〕
」
『全
集
』
第
四
巻
・
一
六
〇
頁) 

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
思
索
を
通
し
て
、
満
之
は
仏
教
の
三
法
印
の
第
一
に
掲
げ
ら
れ
る
諸
行
無
常
と
い
う
真
理
を
諦
認
す
る
仏
者 

を
自
負
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
核
を
患
う
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

私
は
そ
う
落
胆
は
し
な
い
で
し
た
、
夫
は
無
常
迅
速
の
理
を
明
め
た
已
上
は
、

さ
の
み
驚
く
に
足
ら
ぬ
と
思
つ
て
居
ま
し
た
、

(

「養
病
対
話
」
『全
集
』
第
六
巻
二
五
四
頁) 

満
之
は
、
結

核

の

診

断

が

下

さ

れ

た

日

の

晩

か

ら

「病
床
日
誌
」
を
記
す
。
ま
た
、

「病
床
左
録
」

に
は
、
六

月

十

二

日

か

ら

『蓮
社
高 

僧
伝
』

や
、

『続
高
士
伝
』
を
読
み
抄
録
し
て
い
る
が
、
六
月
十
六
日
に
は
、

『続
高
士
伝
』

に

記

さ

れ

る

「
林
類
」

「
栄
啓
期
」

が
死
生 

の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
文
を
書
き
抜
い
て
い
る
。
満
之
の
養
痫
を
通
し
た
死
生
の
問
題
へ
の
推
究
が
は
じ
ま
る
。
満

之

は

さ

ら

に

『保 

養
雑
記
』

に
、

「
鈍
桃
一
咯
」

「
紅
斑
一
咯
」

「
赤
桃
斑
々
」

「
深
紅
ー
咯
」

「浅
紅
数
次
」
と
喀
血
の
記
録
を
記
し
は
じ
め
、

そ
の
文
字
を 

次
第
に
線
で
囲
む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
満
之
に
と
っ
て
死
の
問
題
は
観
念
や
知
的
理
解
の
対
象
で
は
な
く
、
現
実
の
問
題
と
な
っ
た
。 

九
月
五
日
、
垂
水
に
て
療
養
生
活
を
送
る
満
之
に
、

一
通
の
書
簡
が
届
い
て
い
る
。
京
都
で
宗
門
の
学
事
体
制
刷
新
に
尽
力
中
の
沢
柳
か 

ら
で
あ
っ
た
。
満
之
は
翌
日
の
九
月
六
日
、
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
点
茶
。
昨

は

沢

氏

〔
沢
柳
政
太
郎
氏
〕

の
書
に
接
し
、
人
世
憂
苦
の
当
相
を
聞
き
、
明
は
法
主
の
尊
労
を
途
送
す
る
の
事
を
思
ひ
、
 

心
頭
転
た
聯
念
に
堪
へ
ざ
る
に
ゃ

 ヽ

(

『全
集
』
第
八
巻
・
ー
ー
ー
頁) 

沢
氏
の
書
と
は
、
前
日
に
届
い
た
沢
柳
政
太
郎
か
ら
の
書
簡
を
指
す
。
書
簡
の
内
容
は
、
東
京
帝
国
大
学
時
代
の
友
人
、

日
高
真
実
の
肺 

結
核
に
よ
る
逝
去
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
同
年
代
の
身
近
な
友
人
の
死
は
、
同
じ
く
結
核
と
い
う
病
に
冒
さ
れ
た
満
之
自
身
に
、
 

死
の
問
題
を
よ
り
実
存
的
に
問
わ
せ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
の
死
を
伝
え
る
沢
柳
か
ら
の
書
簡
に
、

「
人
世
憂
苦
の
当
相
を

41



聞
」

い
た
満
之
は
、
友
人
の
死
と
、
そ
の
死
に
対
す
る
親
友
の
憂
苦
を
機
縁
と
し
て
、
 

半
夜
に
至
り
て
忽
ち
我
法
の
観
想
に
入
る
。
試
み
に
筆
を
執
っ
て
之
を
漫
録
す
れ
ば
次
の
如
し
。 

(

『全
集
』
第
八
巻
・
ー
ー
ー
頁) 

と
記
し
、
死
生
の
問
題
を
宗
教
の
最
重
要
課
題
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

抑
々
宗
教
な
る
も
の
吾
人
に
あ
り
て
最
重
要
た
ら
ん
か
、
曷
ぞ
此
の
地
の
民
の
如
き
此
の
事
に
冷
淡
な
る
も
の
あ
る
べ
け
ん
。
否

、
 

啻
だ
此
の
地
方
民
の
み
な
ら
ず
、
都
会
の
名
士
に
し
て
宗
教
の
事
を
念
ぜ
ざ
る
も
の
転
た
繁
々
た
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
此
れ
将 

に
末
法
の
常
相
か
、
豈

に

一

片

の

疑
な
き

を

得

ん
や

。(

中
略)

宗

教

の

定
義

数

多

あ

り

と

雖

も

、
其
の
最
も
簡
適
な
る
も
の
は 

「宗
教
は
死
生
の
問
題
に
就
い
て
安
心
立
命
せ
し
む
る
も
の
也
。
」
と
云
ふ
に
あ
り
。(

中
略)

固
よ
り
現
時
世
上
に
流
布
せ
る
数
多 

の
宗
教
は
、
或
は
之
を
排
す
る
を
得
る
も
、
尚
ほ
こ
の
定
義
は
其
れ
が
た
め
に
損
傷
せ
ら
れ
ざ
る
也
。(

中
略)

否
、
死
生
の
問
題 

は
自
主
自
立
の
問
題
に
し
て
、
寧
ろ

吾

子

其

の

人
を

廃

棄
す

る
も

決

し
て

吾

子

の

た

め

に

廃

棄
せ
ら

る

、
も
の
に
あ
ら
ず

。(

中 

略)

生
中
の
事
は
只
だ
死
生
の
一
偏
に
過
ぎ
ず
。

一
偏
の
力
を
以
て
全
体
を
左
右
せ
ん
と
す
。
豈
に
得
べ
け
ん
や
。
之
を
得
べ
し
と 

云
ふ
は
即
ち
自
家
撞
着
な
り
、
自
棄
自
殺
な
り
。
無
宗
教
家
の
言
此
の
如
く
自
棄
自
殺
せ
ば
、
宗
教
家
の
言
豈
に
自
主
自
立
せ
ざ
る 

を
得
ん
や
。
果
し
て
然
ら
ば
死
生
の
関
門
を
守
護
す
る
宗
教
其
の
物
は
、
是
ぞ
吾
人
の
尤
も
慎
重
討
尋
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
た 

る
や
討
顺
を
待
た
ざ
る
也
。 

(

『全
集
』
第
八
巻
・
ー
ー
ー
頁) 

宗
教
の
本
質
は
何
か
。
満
之
に
お
け
る
問
題
の
所
在
は
、

こ
の
一
語
に
尽
き
る
。
当
時
、
明

六

社
(

福
沢
諭
吉
等)

に
代
表
さ
れ
る
近
代 

啓

蒙

主

義

の

思

想

家

達

に

よ

っ
て

「宗
教
は
蒙
昧
時
代
の
遺
物
に
過
ぎ
ず
」
と
い
う
宗
教
観
が
世
の
中
を
席
巻
し
て
い
た
。
民
衆
教
化
に 

宗
教
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
功
利
的
宗
教
観
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
教
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
批
判
的
状
況
を
課
題
的
に
受
け 

と
め
て
、
満
之
は
、
宗
教
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
が
、
本
当
に
成
り
立
ち
う
る
の
か
を
、
宗
教
の
根
本
的
な
定
義
に
立
ち
か
え
っ
て
思 

索
を
展
開
す
る
。
満
之
の
結
論
は
簡
明
で
あ
る
。
「
宗
教
は
死
生
の
問
題
に
就
い
て
安
心
立
命
せ
し
む
る
も
の
也
」
。

こ
の
一
見
平
易
で
凡 

庸
に
思
え
る
定
義
こ
そ
、
宗
教
を
宗
教
た
ら
し
め
る
命
な
の
だ
と
言
う
の
だ
ろ
う
。
満
之
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
古
今
東
西
、
種
々
の
宗
教
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の
定
義
を
学
ぶ
こ

と

に
よ
っ
て

「
宗
教
は
有
限
と
無
限
の
一
致
」
と
結
論
づ
け
て
い
た
。

こ
れ
は
満
之
が
終
生
保
持
し
た
宗
教
の
定
義
で 

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

「
死
生
の
問
題
」
を
抜
き
に
し
て
語
る
な
ら
ば
空
論
空
義
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
言
明
し
た
上
で
、
満
之
は
さ
ら 

に
厳
し
く
問
い
た
だ
す
。
死
生
の
問
題
に
安
心
立
命
せ
し
む
る
宗
教
を
「
蒙
昧
時
代
の
遺
物
」
と
し
て
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
 

死
生
の
問
題
も
捨
て
る
が
よ
い
。
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
あ
え
て
問
お
う
。
死
を
忘
却
し
た
生
と
は
な
に
か
。
現
在
の
生
存
の
事
実
を
反
照 

す
る
死
の
問
題
を
扱
う
も
の
こ
そ
が
宗
教
で
あ
る
。
満
之
は
、

「
生
死
」

で

は

な

く

「
死
生
」
と
表
現
し
、
死
に
よ
っ
て
生
を
照
ら
し
返 

す
仏
教
の
智
慧
に
よ
る
方
向
性
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
、
自
分
と
啓
蒙
思
想
家
達
と
の
、

「宗
教
」
と
い
う
一
語
に
託
し
て
語
る
内
容
の 

根
本
的
相
違
を
明
確
に
す
る
。
満
之
が
問
題
に
す
る
死
は
、
単
な
る
肉
体
の
死
で
は
な
く
、
生
の
根
拠
を
照
ら
し
返
す
よ
う
な
意
義
を
も 

つ
死
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
満

之

に
と

っ
て

死
生
の
問
題
を

問
う
こ

と
は

人
間
の
「自
主
自
立
の
問
題
」
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
独
立 

の
問
題
を
究
明
す
る
こ
と
と
一
つ
な
の
で
あ
る
。
満
之
は
、

こ
の
死
生
の
問
題
を
放
棄
す
る
無
宗
教
家
の
自
主
自
立
の
論
理
を
「自
家
撞 

着
」

「自
棄
自
殺
」

で
あ
る
と
述
べ
て
痛
烈
に
批
判
す
る
。
満
之
は
こ
の
日
か
ら
、

『保
養
雑
記
』

に

「
死
生
の
問
題
」

に
対
す
る
思
索
を 

展
開
し
、

「宗
教
は
死
生
の
問
題
に
就
い
て
安
心
立
命
せ
し
む
る
も
の
也
」
と
繰
り
返
し
記
し
て
い
る
。
満

之

に

と

っ

て

「養
痫
」
と
は
、
 

ま

さ

に

「
死
生
の
問
題
」

に
対
す
る
安
心
立
命
を
懸
け
た
、
宗
教
的
信
念
確
立
の
求
道
の
歴
程
を
、
決
定
的
に
方
向
づ
け
る
起
点
と
し
て 

回
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
索
を
展
開
す
る
中
で
、
満
之
は
、

『保
養
雑
記
第
二
篇
』

に
、
 

円
頓
極
乗
の
宗
旨
は
、
唯
信
一
要
の
み
。(

中
略)

極
悪
最
下
の
機
も
、
前
念
命
終
後
念
即
生
の
深
意
、
夫
れ
此
に
至
り
て
首
肯
し 

得
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

愚
蒙
の
改
悔
そ
れ
此
の
如
し
。
穴
賢
々
々
。 

(

『全
集
』
第
八
巻
・
一
三
六
〜
七
頁) 

と
い
う
表
白
を
残
し
て
い
る
。

「
愚
蒙
の
改
悔
」
と

は

「
懺
悔
」

に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
真
宗
で
い
う
懺
悔
は
、
回
心 

懺
悔
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ

の
表
白
は
宗
教
的
目
覚
め
と
し
て

の
「
回
心
」

の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
満
之
は
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こ
の
こ
と
を
、
先

に

挙

げ

た

回

想

の

文

に

お

い
て

「
略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
」
と
述
懐
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
満
之
に
と
っ 

て
こ
の
表
白
は
信
仰
の
転
機
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ

の
体
験
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
思
索
が
、

「在
床
懺
悔
録
」

と

「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」

で
あ
る
。
前

者

は

「養

痫
」

に
お
け
る 

「
信
仰
の
転
機
」
以
降
、
満

之

に

お
け

る

最

初

の

纏

っ

た

「
思
索
録
」

で
あ
り
、
そ

こ

に

満

之

が

敢

え

て

「在
床
」

「
懺
悔
」

「
録
」
と
称 

し
た
心
情
を
窺
え
よ
う
。
ま
た
、
満
之
は
、

「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
執
筆
の
さ
な
か
、
三
月
一
三
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
父
へ
友
人
へ 

妻
へ
と
毎
日
遺
言
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
論
稿
は
、
ま
さ
に
死
生
の
問
題
に
直
面
し
な
が
ら
親
鸞
思
想
を
考
究
し
た
思
索
の
軌
跡 

で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
満

之

は

「在
床
懺
悔
録
」
を
明
治
二
八
年
一
月
中
に
脱
稿
し
、

二

月

か

ら

三

月

に

か

け

て

「他
力
門
哲 

学
骸
骨
試
稿
」
を
執
筆
す
る
。

「在
床
懺
悔
録
」

は
真
実
証
の
考
究
で
結
ば
れ
、

「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」

は

「
正
定
不
退
」

「
信
後
行 

業
」

「
信
後
風
光
」

で
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
は
、
右
記
し
た
状
況
下
に
お
け
る
満
之
の
関
心
が
、
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
生
存
の 

具
体
的
内
実
を
究
明
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
、
親

鸞

思

想

に

お

け

る

「
現
生
正
定
聚
論
」

に
あ
る
こ
と
を 

如
実
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

ーー
 

「在
床
懺
悔
録
」
に
お
け

る
「現
生
正
定
聚
論
」

の
究
明

ー
 

救
済
の
現
在
性

「在
床
懺
悔
録
」
は
、

『浄
土
三
部
経
』

『教
行
信
証
』

を
通
し
て
、
真
宗
の
根
本
的
な
教
説
に
つ
い
て
、
自
ら
問
を
設
け
答
え
る
と
い 

う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

『宗
教
哲
学
骸
骨
』

の

「有
限
無
限
」

「
主
伴
互
具
」

「有
機
組
織
」
を
基
想
と
し
な
が
ら
、

「
教
行
信 

証
」

の
四
法
に
従
っ
て
真
宗
の
綱
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
内
容
は
、
ほ
ぼ
当
時
の
伝
統
的
な
宗
学
の
真
宗
了
解
に
則
っ
て
い
る
と
い 

え
よ
う
。
そ
の
構
成
は
、
〔
一
〕

か

ら

〔
六
〕
ま

で

が

「
仏
陀
」(

阿
弥
陀
仏
と
本
願)

、
〔
七
〕

か

ら

〔
九
〕
ま

で

が

「
教
「

〔
一
〇
〕

か
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ら

〔
一
六
〕
ま

で

が

「行
」
、
〔
一
七
〕

か

ら

〔
ニ
ニ
〕
ま

で

が

「
信
」\

〔
二
三
〕

が

「
証
」

で
あ
る
。
本
論
稿
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
獲 

信
に
お
け
る
救
済
の
現
在
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
を
と
っ
て
言
え
ば
、
満

之

は

「(

十
五)

報
恩
ノ
経
営
ハ
不
断 

相
続
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ 

将
間
歇
的
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
」

に
、

有
限
ハ
各
々
別
立
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト
思
ヒ
テ
曽
テ
我
他
彼
此
ノ
念
ヲ
忘
ル
ヽ
能
ハ
ザ
リ
シ
モ
一
旦
無
限
二
対
向
シ
来
レ
ハ
主
伴
互
具
ノ 

関
係
瞭
然
ト
シ
テ
掩
フ
可
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル 

而
シ
テ
ー
旦
瞭
然
タ
リ
シ
関
係
ハ
常
二
相
続
シ
テ
永
劫
不
断
タ
ル
ヤ
勿
論
ナ
リ
ト
雖 

モ
有
限
個
立
的
ノ
宿
習
ハ
尚
其
習
慣
惰
勢
ヲ
奮
テ
常
二
此
主
伴
互
具
ノ
関
係
ヲ
壅
蔽
セ
ン
ト
シ
ッ
、
ア
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
ナ
リ 

此
二 

依
テ
或
八
正
念
或
八
邪
念
ト
現
生
ノ
間
八
正
邪
ガ
交
代
シ
テ
止
マ
ザ
ル
ア
リ 

(

『全
集
』
第
二
巻
・
ー
ー
頁) 

と
述
べ
て
、
信
心
獲
得
に
お
け
る
救
済
の
現
在
性
と
そ
の
内
実
を
問
題
と
し
て
お
り
、
続

い

て

「
或
ハ
正
念
或
八
邪
念
ト
現
生
ノ
間
八
正 

邪
ガ
交
代
シ
テ
止
マ
ザ
ル
ア
リ
」
と
い
う
正
念
と
邪
念
の
関
係
を
、
数
学
式
で
表
し
て
考
察
を
試
み
て
い
る
。
満
之
は
数
学
家
人
見
忠
次 

郎
と
、
稲
葉
昌
丸
に
宛
て
た
書
簡
に
そ
の
数
学
式
と
、
次
の
よ
う
な
文
言
を
添
え
、
書
き
送
っ
て
い
る
。

近
日
一
寸
一
式
考
定
仕
候
へ
共
、
数
学
家
の
眼
に
は
如
何
に
候
哉
。
御

批

評

を

願

ひ

度

存

候(

中
略)

真
宗
の
信
者
は
、

一
念
帰
命 

の
立
所
に
往
生
の
大
事
を
決
定
し
て
、
摂
取
光
明
の
懐
住
居
の
身
と
な
れ
共
、
貪
瞋
等
の
煩
悩
は
、
数
々
起
り
て
、
正
念
を
障
る
こ 

と

あ

り

と

申

す

処

を(

中
略)

現
生
の
間
は
正
念
許
り
突
通
ら
ず
、
或
は
邪
念
が
勝
つ
時
が
あ
る
。

(

明
治
二
八
年
一
月
二
五
日
付
け
「人
見
忠
次
郎
宛
書
簡
」
『全
集
』
第
九
巻
・
一
〇
六
頁) 

大
意
八
吾
人
ノ
現
生
二
獲
信
以
後
二
或
ハ
正
念
発
現
ス
カ
ト
思
へ
バ
亦
邪
念
反
興
シ
正
邪
展
転
シ
テ
止
ム
コ
ト
ナ
シ 

而
シ
テ
其
正 

邪
ノ
分
量
モ
或
ハ
僅
二
正
僅
二
邪
タ
ル
コ
ト
ア
リ
或
八
大
二
正
大
ニ
邪
タ
ル
コ
ト
ア
リ
或
ハ
時
二
無
限
二
正
念
ノ
勃
興
ス
ル
ア
リ
或 

無
限
二
邪
念
ノ
鬱
結
ス
ル
ア
リ
是
レ
何
故
ゾ
ヤ 

(

明
治
二
八
年
二
月
一
日
付
け
「稲
葉
昌
丸
宛
書
簡
」
『全
集
』
第
九
巻
・
一
〇
九
頁) 

両
文
と
も
に
、
信
心
獲
得
に
お
け
る
救
済
の
内
実
、

つ
ま
り
、
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し 

た
書
簡
で
あ
り
、

こ
こ
に
、
満
之
に
お
い
て
は
宗
教
的
信
念
獲
得
に
お
け
る
救
済
の
現
在
性
と
そ
の
内
実
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
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指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
ら
ば
、

こ
の
問
題
は
、
先

の

『保
養
雑
記
』

に
お
い
て
、
死
生
の
問
題
に
安
心
立
命
せ
し
む
る
と
確
か 

め
ら
れ
た
、
宗
教
に
お
け
る
人
間
の
自
主
自
立
、
す
な
わ
ち
人
間
の
独
立
を
成
り
立
た
し
め
る
原
理
と
、
そ
の
内
実
は
何
か
と
い
う
課
題 

と
不
可
分
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
人

見

へ

の

書

簡

に

記

さ

れ

る

「
摂
取
光
明
の
懐
住
居
の
身
」
と
は
、
端
的
に
現
生
正 

定
聚
を
意
味
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、

「在
床
懺
悔
録
」

に
お
け
る
満
之
の
関
心
の
所
在
が
、
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
生
存
の 

具
体
的
内
実
、
就
中
、
現
生
正
定
聚
の
問
題
の
推
究
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
確
認
す
る
と
き
、
本
論
稿
の
末
尾
に
て
、

「
〔
二
三
〕
証

ト

ハ

必

至

滅

度(

第
十
一
願
成
就)

ト
ハ
如
何
」
と
題
し
、
親
鸞 

の

「
現
生
正
定
聚
」

の
思
想
、
す
な
わ
ち
獲
信
に
お
け
る
住
正
定
聚
、
必
至
滅
度
の
関
係
に
つ
い
て
、
満
之
が
丁
寧
に
考
察
し
て
い
る
こ 

と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
項
目
に
お
い
て
満
之
は
、

証
ト
ハ
果
ニ
シ
テ
真
宗
念
仏
行
者
ノ
究
竟
最
後
ノ
目
的
ハ
必
ス
滅
度(

大
般
涅
槃)

二
到
達
ス
ル
ニ
ア
ル
ヲ
云
フ 

是
レ
弥
陀
仏
ノ 

四
十
ハ
願
ノ
第
十
一
ニ
誓
ヒ
玉
ヘ
ル
所
ナ
リ 

其
文
二
日
ク 

設
我
得
仏
国
中
人
天
不
住
定
聚
必
至
滅
度
者
不
取
正
覚
ト

(

『全
集
』
第
二

巻
ー

ニ

頁) 

と
端
的
に
述
べ
て
、
真
実
証
と
は
、
念

仏

者

が

必

ず

滅

度(

大
般
涅
槃)

に
い
た
る
こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
事
態
を
必
至
滅
度
の
誓 

願
の
上
に
確
か
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
必
至
滅
度
の
願
に
は
、

前
段
所
説
ノ
信
行
二
依
テ
弥
陀
仏
国
二
往
生
シ
タ
ル
人
天
ハ
定
聚
ノ
位
二
住
シ
テ
必
ス
滅
度
ニ
至
ラ
ズ
バ
正
覚
ヲ
取
ラ
ヌ
ト
ナ
リ

(

『全
集
』
第
二
巻
・
ニ
ニ
頁) 

と
、
選
択
本
願
の
行
信
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
実
報
土
の
往
生
を
得
る
者
が
正
定
聚
に
住
し
必
ず
滅
度
に
い
た
る
こ
と
が
誓
わ
れ 

て
い
る
と
了
解
し
て
い
る
。

さ
ら
に
満
之
は
、
必
至
滅
度
の
願
と
願
成
就
文
つ
い
て
、

此
願
文
甚
タ
簡
短
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
其
中
幾
多
問
題
ノ
存
ス
ル
ヲ
見
ル 

(

『全
集
』
第
二
巻
・
一
三
頁)
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と
述
べ
て
、(

第
一)

人

天

と

は

何

か(

第
二)

定

聚

と

は

何

か(

第
三)

滅

度

と

は

何

か(

第
四)

定
聚
滅
度
の
差
別
関
係
は
ど
の
よ 

う

な

も

の

か

〔(

第
五)

即
得
往
生
と
は
何
か
〕
〔(

第
六)

不
退
転
と
は
何
か
〕
と
い
う
四
点
乃
至
六
点
の
問
題
と
な
る
事
柄
を
指
摘
し 

て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
先
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
理
解
に
対
し
て
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
て
い
く
。
そ
の
論 

述
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

こ
こ
で
も
満
之
が
救
済
の
現
在
性
に
重
点
を
お
き
、
必
至
滅
度
の
願
に
よ
っ
て
実
現
す
る
真
実
証
の 

内
容
を
了
解
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

定
聚
ト
ハ
或
ハ
正
定
聚
ト
云
ヒ
正
シ
ク
大
涅
槃
ヲ
証
ス
ベ
キ
ニ
定
マ
レ
ル
聚
類
ノ
義
ナ
リ(

中
略)

不
定
聚
ト
ハ
大
果
証
得
ノ
定
マ 

ラ
サ
ル
モ
ノ
邪
定
聚
ト
ハ
種
々
迂
回
ノ
上
二
漸
ク
大
果
二
到
達
ス
ル
モ
ノ
此
等
二
対
シ
テ
正
定
聚
ト
ハ
速
疾
直
達
大
果
ヲ
証
得
ス
ル 

モ
ノ
ナ
リ 

此
二
疑
問
ノ
生
ス
ル
所
以
ハ
此
ノ
如
ク
正
定
聚
ハ
速
疾
直
達
大
涅
槃
ヲ
証
ス
ル
モ
ノ
ト
云
フ 

其
速
疾
直
達
ト
ハ
如
何 

開
祖
ノ
判
釈
八
命
終
直
達
ノ
事
ト
シ
玉
フ 

之
ニ
依
テ
現
生
正
定
聚
ノ
因
ア
リ 

即
チ
他
力
真
宗
ノ
念
仏
行
者
ハ
獲
信
ノ
立
所
二
現 

生
二
正
定
聚
ノ
位
ニ
住
ス
ル
ト
云
フ
ニ
ア
リ 

(

『全
集
』
第
二
巻
・
二
三
頁) 

こ
の
よ
う
に
、
満
之
は
、

「
定
聚
」
を
大
般
涅
槃
を
証
す
べ
き
聚
類
に
さ
だ
ま
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、
邪
定
聚
不
定
聚
に
簡
ん
で
、

「
速
疾 

直
達
大
涅
槃
ヲ
証
ス
ル
モ
ノ
」
と
確
認
し
た
上
で
、
必
ず
涅
槃
に
い
た
る
べ
き
位
に
つ
き
定
ま
る
、

つ
ま
り
獲

信

の

一

念

に

「
現
生
」

に 

正
定
聚
の
位
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
了
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
即
得
往
生
住
不
退
転
」

に
つ
い
て
は
、

そ
の
文
字
の
次
第 

に
拘
泥
し
て
、

「
即
得
往
生
」
と

「住
不
退
転
」

に
差
異
が
あ
る
と
す
る
見
解
や
、
必

至

滅

度

の

願

が

「
国
中
人
天
」

に
対
し
て
誓
わ
れ 

て
い
る
こ
と
か
ら
、

「彼
土
不
退
」
と
了
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
種
々
の
見
解
に
対
し
て
、
満
之
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

果
シ
テ
然
ラ
ハ
現
生
正
定
聚
現
生
不
退
転
ノ
証
左
ハ
何
レ
ニ
ア
ル
ヤ 

是
一
大
問
題
ナ
リ 

断
シ
テ
日
ク
即
得
往
生
ノ
ー
句
ヲ
熟
読 

ス

ベ

シ
(

中
略)

即
得
往
生
ト
ハ
信
心
発
得
ノ
行
者
八
其
信
決
定
ノ
立
所
ニ
浄
土
ニ
往
生
ス
ベ
キ
大
利
ヲ
得
了
ス
ル
事
ナ
ラ
サ
ル
可 

カ

ラ

ス
(

中
略)

而
シ
テ
現
生
娑
婆
在
命
ノ
間
ハ
是
レ
人
間
ニ
ア
ラ
ズ 

未
ダ
仏
陀
ニ
ア
ラ
ス 

即
チ
正
定
聚
不
退
転
位
ノ
住
人
ナ 

リ 

之
ヲ
平
生
業
成
ノ
大
意
ト
ス 

(

『全
集
』
第
二
巻
・
二
三
—
四
頁)
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こ
こ
で
満
之
は
、

「
現
生
正
定
聚
」

「
現
生
不
退
」

の

内

容

を

「
即
得
往
生
」

の
了
解
に
托
し
て
、
獲
信
時
に
お
け
る
往
生
浄
土
の
確
信
に 

あ
る
と
了
解
す
る
。
満

之

が

「往
生
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
了
解
し
て
い
た
か
は
「
浄
土
に
往
生
す
べ
き
」
と
い
う
表
現 

に
注
意
し
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
で
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
言
葉
の
定
義
で
は
な
く
、
そ
の
内
実
で
あ
る
。
満 

之

は

「
即
得
往
生
」
を
、
私
た
ち
が
信
心
獲
得
の
一
念
に
お
い
て
、

「
人
間
ニ
ア
ラ
ズ
、
未
ダ
仏
陀
ニ
ア
ラ
ス
」
と

い

う

「
正
定
聚
不
退 

転
ノ
住
人
」
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、

「
現
生
娑
婆
在
命
ノ
間
」

の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
満
之
は
、
 

平
生
業
成
ト
ハ
我
等
凡
夫
ガ
臨
終
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
平
生
二
往
生
ノ
業
事
ヲ
成
弁
シ
了
ス
ル
コ
ト(

中
略)

豈
二
来
生
ヲ
待
ツ
ノ
必
要 

ア
ラ
ン
ヤ 

現
生
速
達
ナ
ル
コ
ト
勿
論
ナ
リ 

(

同
右) 

と
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
述
べ
て
、
救
済
の
現
在
性
を
強
調
し
て
論
じ
て
い
る
。

こ
の
救
済
の
現
在
性
を
強
調
す
る
論
述
は
、
満
之
が 

「
現
生
」
と

「
来
生
の
開
覚
」
の
、
ど

ち

ら

に

重

点

を

置

い

て

「真
実
証
」
を
了
解
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
に
、

一
つ
の
結
論
を
与
え
る 

も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
満

之

は

「
平

生

・
現
生
」

に
こ
そ
我
々
の
立
つ
べ
き
立
脚
点
が
あ
り
、

「
現
生
正
定
聚
」

に
お
け
る
救
済
の 

実
現
を
強
調
し
て
述
べ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ー
ー
正
定
聚
不
退
転
の
住
人

で
は
、
満
之
は
、
現
生
に
お
け
る
信
心
獲
得
の
利
益
と
し
て
実
現
す
る
「
正
定
聚
不
退
転
」
を
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
も
の
と
了
解 

し
、
ま
た
、

「
正
定
聚
不
退
転
の
住
人
」
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
と
了
解
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
、
満
之
自
身 

が
宗
教
を
語
る
際
の
鍵
概
念
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
る
「有
限
無
限
」

に
よ
り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
」
 

有
限
無
限
ノ
関
係
二
就
テ
之
ヲ
云
ハ
ン
カ 

有
限
ガ
ー
旦
無
限
ニ
対
ス
ル
関
係
ヲ
認
得
ス
ル
ヤ
翻
テ
前
ノ
有
限
箇
立
ノ
思
念
ニ
返
ル 

能
ハ
ズ 

主
伴
互
具
ノ
関
係
ハ
湛
然
ト
シ
テ
不
動
ナ
ル 

是

レ

所

謂

不

退

転

ノ

義

相

ナ

リ(

傍
線
筆
者
『全
集
』
第
二
巻
・
二
四
頁) 

他
語
以
テ
之
ヲ
説
ン
カ 

箇
存
ノ
有
限
ガ
初
メ
テ
無
限
ニ
対
ス
ル
関
係
ヲ
覚
知
ス
ル
ヤ
其
有
限
八
最
早
従
来
箇
存
ノ
観
念
ヲ
脱
却
シ
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-
-
-
-

マ
マ-
-
-

継
シ
テ
不
変
タ
ル
ヤ
勿
論
ナ
リ 

豈
正
定
聚
一
退
転
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ 

(

傍
線
筆
者
『全
集
』
第
二
巻
・
二
五
頁) 

満
之
は
、
真

宗

教

学

に

お

け

る

「
正
定
聚
不
退
転
」

の
具
体
的
内
実
を
、

『宗
教
哲
学
骸
骨
』

で

「有
限
無
限
論
」
を
基
想
と
し
て
提
起 

し

た

「
主
伴
互
具
」

「有
機
組
織
」
と
い
う
独
創
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
了
解
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
満

之

の

了

解

す

る

「
正
定
聚
不
退
転
」

の
内
容
を
、

よ
り
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
多
少
遠
回
り
で
あ
る
が
、
満
之
が
有 

限
と

無

限
と

の

関

係

性
を

論
じ

る
際
に
提
起
す

る
「
有
機
組
織
」

「
主
伴
互
具
」

に
つ
い
て
、

そ
の
思
想
が
端
的
に
か
つ
明
瞭
に
し
め
さ 

れ

て

い

る

『宗
教
哲
学
骸
骨
』

の
論
述
を
通
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

満

之

は

『宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
二
章
に
お
い
て
、
万
物
万
化
を
有
限
無
限
の
二
項
目
に
分
類
・
定
義
し
、
有
限
と
無
限
と
の
二
項
の
諸 

性

〔
質
〕
を
概
説
し
て
、
次
の
よ
う
に
提
結
し
て
い
る
。

有

限"

依

立"

相

対"

単

一"

部

分"

不
完
全

無

限"

独

立"

絶
対"

唯

一"

全

体"

完
全 

(

『全
集
』
第
一
巻
・
九
頁) 

そ
し
て
、
有
限
と
無
限
と
が
、
同
体
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
異
体
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
を
立
て
て
、
 

若
丄
一
者
異
体
な
り
と
せ
ば
無
限
の
体
の
外
に
有
限
の
体
あ
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
是
れ
無
限
の
義
に
背
反
す
る
も
の
な
り
故
に
無
限
の 

体
の
外
に
有
限
の
体
あ
る
べ
か
ら
ず
即
ち
無
限
有
限
は
同
一
体
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り 

(

『同
右
』) 

と
述
べ
て
、
有

限

と

無

限

の

「
二
項
同
体
」
を
説
い
て
い
る
。
無
限
の
義
、
無
限
の
観
点
に
立
っ
て
了
解
す
れ
ば
無
限
の
外
に
有
限
は
な 

い
。
し
か
し
、
有
限
は
単
一
体
で
、
あ
る
い
は
、
ど
れ
ほ
ど
多
数
で
あ
っ
て
も
、
数
え
る
こ
と
の
で
き
る
数
の
有
限
で
あ
る
か
ぎ
り
無
限 

と
同
体
で
は
な
い
と
い
う
。
満

之

は

「有
限
無
数
」
と
い
う
小
項
目
を
立
て
、
無
数
の
有
限
に
し
て
は
じ
め
て
無
限
と
同
体
と
言
い
う
る 

の
だ
と
述
べ
て
、
さ
ら
に
、
無
数
の
有
限
と
無
限
と
の
関
係
性
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
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満
之
は
、
無
数
の
有
限
が
相
依
相
待
の
関
係
を
な
し
て
い
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
無
限
の
一
体
で
あ
り
、
そ

の

状

態

を

「
有
機
組
織
」
と 

定
義
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
関
係
を
説
明
す
る
に
際
し
、
人
間
の
身
体
を
例
に
と
っ
て
、
全
身
と
諸
器
官
の
有
機
的
関
係
を
そ
の
証
左
と 

し
、
万

有
(

無
数
の
有
限)

の
相
依
相
待
的
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。

続

い
て

、
満

之

は

「
二
項
同
体
」

「有
機
組
織
」

の
確
認
に
基
づ
い
て
、
仏
教
の
、
特

に

華

厳

教

学

と

の

関

係

性

の

深

い

「主
伴
互 

具
」

の
論
理
を
提
起
し
て
い
る
。
満
之
は
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

宇
宙
間
各
一
の
有
限
が
主
公
と
な
る
と
き
は
他
の
一
切
有
限
は
之
が
伴
属
と
な
り
て
互
に
相
具
足
す
る
も
の
な
り
故
に
一
対
の
主
伴 

を
挙
れ
ば
常
に
無
限
の
全
体
を
尽
す
も
の
な
り 

(

『全
集
』
第
一
巻
・
一
〇
頁) 

華
厳
教
学
で
は
、
縁
起
観
に
お
い
て
、
諸
法
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
互
い
に
融
和
し
調
和
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
重 

重

無

尽

・
一
多
融
即
・
主
伴
具
足
を
説
く
。
そ
れ
は
私
た
ち
有
限
存
在
が
箇
々
独
立
し
て
あ
る
も
の(

先

に

引

用

し

た

「
在
床
懺
悔
録
」 

の
文
の
中
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
満

之

は

し

ば

し

ば

こ

れ

を

「
有
限
箇
立
」

「箇
存
の
有
限
」

「箇
存
の
観
念
」
と
い
う
熟
語
で 

表
現
す
る)

で
は
な
く
、
重
重
無
尽
の
関
係
の
中
を
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
真
理
は
、
私
た
ち
が
体
得
す
べ
き
仏
教
の 

智
慧
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
満
之
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
華
厳
教
学
の
縁
起
観
に
た
っ
て
、
主
伴
互
具
を
定
義
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
は
先
の
有
機
組
織
に
お
け
る
無
数
の
有
限
の
相
互
関
係
を
一
歩
進
め
て
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
満
之
は
こ
れ
を
家
族
の
構
成
を
例
に 

と
っ
て
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
た
と
え
に
よ
れ
ば
、
満

之

の

い

う

「
主
伴
互
具
」
は
人
間
の
主
従
関
係
を
説
く 

も
の
で
は
な
く
、

一
箇
の
有
限
存
在
が
主
と
伴
と
を
相
互
に
具
え
て
い
て
、
万

有
(

あ
ら
ゆ
る
有
限
存
在)

が
有
機
組
織
的
関
係
に
お
い 

て
相
互
に
主
と
な
り
伴
と
な
る
と
い
う
主
客
転
換
の
自
在
性
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
任
意
の
一
有
限
存
在
が
主
と
な
る
な
ら 

ば
、
他
の
有
限
存
在
は
伴
と
な
る
と
い
う
無
数
の
有
限(

諸
法)

の
相
互
関
係
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
満
之
は
、

「
二
項
同
体
」

「有
機
組 

織
」

に

基

づ

き

提

起

す

る

「
主
伴
互
具
」

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
結
ぶ
。

此
関
係
を
名
け
て
主
伴
互
具
の
関
係
と
い
ふ 

宗
教
の
要
は
此
関
係
を
覚
了
せ
し
む
る
に
あ
り
是
れ
有
限
の
無
限
に
対
向
す
る
所
以
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な
り 

(

『全
集
』
第
一
巻
・
ー
ー
頁) 

満
之
は
、
自
ら
が
宗
教
の
要
義
と
し
て
重
視
す
る
、
有
限
が
無
限
に
対
向
す
る
こ
と
の
目
的
を
、
有

機

組

織

・
主
伴
互
具
の
関
係
性
を
覚 

了
す
る
た
め
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
満
之
が
宗
教
を
有
限
が
無
限
に
対
向
す
る
、
す
な
わ
ち
有
限
無
限
の
ー 

致
と
定
義
す
る
と
き
、

そ
れ
は
、
有
限
存
在
が
有
限
と
無
限
の
関
係
に
目
覚
め
る
こ
と
で
、

「箇
々
独
立
の
観
」
を
脱
し
て
、

「有
機
組 

織
」

「
主
伴
互
具
」
と

い

う

関

係

性

の

な

か

に

生

き

る

「
一
有
限
存
在
と
し
て
の
自
己
」
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
る
と
了
解
す
る
こ
と
が 

で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
確
認
を
通
し
て
、
改

め

て

「在
床
懺
悔
録
」

に
目
を
移
す
と
、
前
に
引
用
し
た
文
の
意
図
も
幾
分
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

つ
ま 

り
満
之
は
、

「
正
定
聚
不
退
転
」

の
内
容
を
、
真

宗

の

念

仏

者

が

有

限

無

限

の

関

係
を

覚

知
す

る

信

心

獲

得

に

お

い
て

「箇
存
の
観
念
」 

「
有
限
箇
立
の
思
念
」(

有
限
者
は
箇
々
に
独
立
し
て

存
在
し
て

い
る
と
い
う
迷
妄
・
想
念)

を
脱
し
、

「有
機
組
織
」(

万
有
が
相
依
相 

待
の
関
係
に
あ
る)

の
観
念
に
進
み
、

「主
伴
互
具
」

の
関
係
性
を
回
復
し
生
き
る
存
在
と
な
る
こ
と
で
あ
る
、
と
了
解
す
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
満

之

は

こ

の

よ

う

な

存

在

を

「
正
定
聚
不
退
転
の
住
人
」
と
い
い
、

「
人
間
ニ
ア
ラ
ズ
、
未
ダ
仏
陀
ニ
ア
ラ
ス
」
と
述
べ
て
い 

た
。
単
な
る
迷
い
の
生
存
と
し
て
の
人
間
で
も
な
く
、
覚
者
た
る
仏
陀
で
も
な
い
、

「
正
定
聚
不
退
転
の
住
人
」
と
は
い
か
な
る
存
在
な 

の
だ
ろ
う
か
。
満
之
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

若
シ
夫
レ
信
者
力
尚
ホ
現
生
二
存
命
セ
ン
カ 

其
間
八
前
ノ
定
聚
不
退
ノ
位
二
継
在
シ
テ
尚
所
謂
穢
土
ノ
仮
名
人
タ
ル
ナ
リ

(

『全
集
』
第
二
巻
・
二
五
頁) 

満
之
は
、

「
正
定
聚
不
退
転
の
住
人
」
を

「
穢
土
ノ
仮
名
人
」

で
あ
る
と
い
う
。

こ

の

語

は

『浄
土
論
註
』
上

巻

に

「浄
土
の
仮
名
人
」 

と
対
置
し
て
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
浄
土
を
こ
の
現
実
の
娑
婆
世
界
で
生
き
る
存
在
を
意
味
す
る
。
満
之
は
こ
の
よ
う
な
存
在
を 

「
正
定
聚
不
退
転
の
住
人
」
と
い
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
満
之
は
、

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

有
限
無
限
ノ
関
係
ハ
顕
現
シ
テ
有
機
組
織
ノ
観
念
既
二
明
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
如
何
セ
ン 

前
業
ノ
所
感
ハ
依
然
ト
シ
テ
有
限
ノ
状
態
ヲ
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脱
セ
シ
メ
サ
ル
ナ
リ 

是

レ

云

ハ

、
有
限
ヲ
表
ト
シ
無
限
ヲ
裏
ト
ス
ル
位
ニ
シ
テ
乃
チ
先
ノ
定
聚
不
退
ナ
リ 

然
ル
ニ
業
報
茲
二
尽 

キ
テ
有
限
ノ
状
態
亦
消
散
シ
去
ン
カ 

無
限
ノ
状
態
ハ
忽
然
ト
シ
テ
表
面
ニ
現
シ
来
り
テ
有
限
ノ
状
態
ハ
深
ク
裏
面
ニ
潜
伏
ス
ル
ナ 

リ 

之
ヲ
大
般
涅
槃
ノ
証
果
ト
ス 

豈

亦

必

然

ノ

事

ナ

ラ

ズ

ヤ(

中
略)

(

『全
集
』
第
二
巻
・
二
五
—
六
頁)

我
々
有
限
存
在
は
信
心
獲
得
に
お
い
て
有
限
無
限
の
関
係
に
目
覚
め
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
有
限
存
在
が
相
依
相
待
の
有
機
的
関
係
に
お 

い
て

成
立
し
て

い
る
と

い
う

「
有
機
組
織
の
観
念
」
が
明
瞭
と
な
る
。
し
か
し
、
同
時
に
自
ら
の
過
去
の
習
性
に
よ
っ
て
、
有
限
は
箇

 々

独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
自
他
差
別
の
想
念
か
ら
完
全
に
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ

の

よ
う

な

状

態
を

満

之
は

「有
限
ヲ 

表
ト
シ
、
無
限
ヲ
裏
ト
ス
ル
位
」

で
あ
る
と
い
う
。
右
に
示
し
た
よ
う
に
、
満
之
は
こ
の
こ
と
を
信
心
獲
得
と
い
う
一
事
に
関
わ
っ
て
図 

に
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
尋
ね
る
な
ら
ば
、
凡
夫
と
は
、
自
ら
を
他
者
と
別
々
に
箇
々
独
立
し
て
あ
る
有
限
存
在
と
し
て
考
え
る 

存
在
で
あ
る
。
そ
の
凡
夫
が
信
心
獲
得
を
契
機
と
し
て
、
箇
々
独
立
し
た
有
限
存
在
で
は
な
く
無
限
に
裏
付
け
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
と
明 

瞭
に
な
る
、

そ

れ

が

「
現
生
正
定
聚
」

の
位
で
あ
る
。
こ
こ
に
有
限
存
在
が
無
限
と
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
、
獲
信
を
契
機
と
し
て
自 

身
の
脚
下
に
無
限
を
見
出
し
た
存
在
へ
と
転
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
、
満
之
の
了
解
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
満
之
は
、
我
他 

彼
此
の
差
別
的
な
観
念
に
よ
っ
て
箇
々
の
主
観
に
閉
じ
こ
も
り
、
有
限
は
箇
々
で
独
立
し
て
い
る
、
と
い
う
自
他
差
別
の
想
念
を
前
提
と 

し
生
き
る
迷
い
の
生
存
が
、
獲
信
に
お
い
て
、
箇
存
の
観
念
に
基
づ
い
て
自
他
差
別
の
想
念
に
生
き
る
迷
妄
存
在
と
し
て
の
自
身
に
目
覚
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め
、
脚
下
に
迷
妄
存
在
と
し
て
の
自
身
に
目
覚
ま
し
め
る
力
用
と
し
て
の
無
限
を
見
出
し
、

「有
機
組
織
」

「主
伴
互
具
」
と
い
う
本
来
的 

関
係
性
を
回
復
し
つ 

つ
生
き
ん
と
す
る
存
在
を
正
定
聚
に
住
す
る
生
の
内
実
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

こ
の
了
解
を
踏
ま
え
て
、
満

之

自

身

が

「
以
下
削
」
と
指
示
し
つ
つ
も
述
べ
て
い
る
注
目
す
べ
き
一
文
が
あ
る
。 

是
二
由
テ
更
ニ
経
文
ヲ
展
閲
ス
レ
ハ
弥
此
関
係
ヲ
明
領
シ
得
ベ
キ
ヲ
見
ル(

中
略)

十
一
願
成
就
ノ
文
ハ
其
訓
読
左
ノ
如
シ 

仏
阿
難
二
告
ハ
ク 

其
レ
衆
生
ノ
彼
ノ
国
二
生
ス
ル
有
ン
モ
ノ
ハ
皆
悉
ク
正
定
ノ
聚
ニ
住
セ
リ 

所
以
ハ
何
ト
ナ
レ
ハ
彼
仏
国
ノ
中 

ニ
ハ
諸
ノ
邪
聚
及
不
定
聚
タ
リ
シ
モ
ノ
無
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」 

(

『全
集
』
第
二
巻
・
二
六
頁) 

真
実
証
の
眼
目
と
言
う
べ
き
教
言
は
、
親

鸞

が

『教
行
信
証
』

「
証
巻
」

に
引
く
必
至
滅
度
の
願
と
願
成
就
の
文
で
あ
る
が
、
満
之
は 

と
り
わ
け
願
成
就
の
文
を
真
実
証
の
具
体
相
を
教
え
る
も
の
と
し
て
引
用
し
、

こ
の
よ
う
に
訓
読
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
焦
点
と
い
う
べ 

き

「
生
彼
国
者
」

の
訓
読
は
住
正
定
聚
の
内
実
、

つ
ま
り
は
親
鸞
の
真
実
証
の
了
解
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
満

之
が

必

至

滅

度

の

願

成

就

文
を

「
彼
ノ
国
二
生
ス
ル
有
ン
モ
ノ
」
と
の
訓
み
に
お
い
て
了
解
す
る
こ
と
で 

あ
る
。

こ

れ

は

「
生
ず
る
あ
ら
ん
」
と
読
み
、
ま

た

「者
」
を

「
も
の
」
と
実
字
で
読
む
と
い
う
二
点
に
お
い
て
、
必
至
滅
度
の
願
成
就 

文

に

お

け

る

「
生
彼
国
者
」

に
つ
い
て
、
親

鸞

が

『
一
念
多
念
文
意
』

に
示
す
了
解
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

文

ノ

コ

、
ロ
ハ
、

ソ
レ
衆
生
ア
テ
、

カ
ノ
ク
ニ 

ニ
ム
マ
レ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
、

ミ
ナ
コ
ト
ゴ
ト
ク
正
定
ノ
聚
ニ
住
ス

(

『定
親
全
』
三

・
一
ニ
九
頁) 

さ
ら
に
、

そ
の
了
解
に
立
ち
入
る
な
ら
ば
、
親

鸞

は

「
証
巻
」

に
お
い
て
、
自
ら
が
住
正
定
聚
の
身
と
な
っ
た
具
体
的
体
験
の
事
実
に 

立
っ
て
、
そ
の
事
実
を
仏
陀
釈
尊
が
教
説
す
る
必
至
滅
度
の
願
成
就
文
を
次
の
よ
う
に
訓
読
し
、
そ
の
文
意
を
了
解
し
て
い
る
。 

願

成

就

文

『経
』
言
其
有
二
衆
生
一
生
二
彼
國
一
者
皆
悉
住
二
於
正
定
之
聚
一
所
以
者
何
彼
佛
國
中
无
二 

諸
邪
聚
及
不
定
聚
ー

(

『定
親
全
』

一
・
一
九
六
頁) 

ま
ず
、

「
生
彼
国
者
」
を

「彼
の
国
に
生
る
れ
ば
」
と
訓
む
こ
と
で
、
得
生
者
が
国
中
に
て
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
が
願
成
就
の
事
実
で
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あ
る
と
了
解
し
て
い
る
。
続
い
て
、

『如
来
会
』

に
説
示
さ
れ
る
願
成
就
文
を
、

又
言
彼
國
衆
生
若
當
生 

者
皆
悉
究
二
竟 

无
上
菩
提
一
到
二
涅
槃
處
一
何
以
故
若
邪
定
聚
及
・
不
定
聚
不
五
能
四
了
三
知 

建
二
立 

彼 

因

ー

故

汕

气 

(

『定
親
全
』

一
・
一
九
七
頁) 

と
訓
読
す
る
。
そ

し

て

こ

の

訓

み

か

ら

次

に

引

く

『論
註
』

「
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
」

の

「
剋
念
願
生
亦
得
往
生
即
入
正
定
聚
」

の
文
を 

了
解
し
て
い
く
。

『浄
土
論
』

日
莊
嚴
妙
聲
功
徳
成
就
者
偈
言
二
梵
聲
悟 

深
遠
微
妙
聞
十
方
故
ー
此
云
何
不
思
議 

『經
』
言

若

人

・
但
聞
二
彼
國
土 

淸

淨

安

樂

一

剋

念

・
願
二 

生
一
亦
得
二 

往
生
一
・
即
・
入
二
正
定
聚
一
此
是
國
土
名
字
為
二
佛
事
一
安 

可
二
思
嚴 

(

同
右) 

も
と
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、

「
剋
念
願
生 

亦
得
往
生
」

は
、

一
連
の
言
葉
で
、

「
も
し
人
、
彼
の
国
土
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
い
て
剋
念 

し
て
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
ま
た
往
生
を
得
て
す
な
わ
ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
訓
ま
れ
る
。

こ
れ
を
親
鸞
は
、

『如
来
会
』

願
成
就
文 

に

お

け

る

「
若
し
当
に
生
ま
れ
む
者
」
と
い
う
文
意
に
お
い
て
、

「
剋
念
し
て
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
も
の
と
、
ま
た
往
生
を
得
る
も
の
と 

は
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
訓
読
し
、

『大
経
』
必

至

滅

度

の

願

成

就

文

に

お

け

る

「
生
彼
国
者
」

の
文
意
を
得
生
者
と
願
生
者 

に
お
い
て
了
解
す
る
の
で
あ
る
。
す

な

わ

ち

「
生
彼
国
者
」

の

「
生
」
を

「
三
有
虚
妄
の
生
」

で

は

な

く

「得
生
者
の
情
」
、
す
な
わ
ち 

ゝ
 

⑰

「
本
願
無
生
の
生
」
と
し
て
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

前

に

挙

げ

た

「在
床
懺
悔
録
」

に
お
け
る
満
之
の
訓
読
は
、

こ
の
親
鸞
の
了
解
を
意
識
し
た
も
の
と
い
い
得
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ 

な
ら
、

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
満
之
の
了
解
す
る
正
定
聚
不
退
転
の
住
人
は
信
心
獲
得
に
お
い
て
主
伴
互
具
の
関
係
に
目
覚 

め
(

得
生)

、

し
か
し
な
お
も
現
生
に
は
有
限
の
境
遇
を
完
全
に
脱
却
し
得
な
い
有
限
者
と
し
て
生
き
る
現
実
の
た
だ
な
か
に
、
本
願
を 

憶
念
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
有
限
箇
存
の
観
念
に
生
き
る
我
が
身
の
事
実
を
照
知
し
、
か
つ
同
時
に
、
有

機

組

織:

王
伴
互
具
の
関
係
性 

を
回
復
し
つ 

つ
生
き
る
者
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
存
在
が
、
満

之

の

い

う

「
人
間
ニ
ア
ラ
ズ
、
未
ダ 

仏
陀
ニ
ア
ラ
」
ざ
る
正
定
聚
不
退
転
の
住
人
の
内
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
満

之

が

親

鸞

の

「
現
生
正
定
聚
」

の
思
想
を
こ
の
よ
う
な
内
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実
を
も
つ
も
の
と
了
解
し
、
か
つ
浄
土
真
宗
の
宗
教
的
自
覚
の
核
心
を
、

「
現
生
正
定
聚
」

に
お
い
て
了
解
し
て
い
た
こ
と
を
、
以
上
の 

こ
と
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
満
之
は
住
正
定
聚
と
い
う
テ
ー
マ
を
有
限
無
限
、

つ
ま
り
無
限
と
の
関
係
に
お
い
て
了
解
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
満
之 

は
我
々
の
生
存
の
事
実
を
、

「
前
業
ノ
所
感
ハ
依
然
ト
シ
テ
有
限
ノ
状
態
ヲ
脱
セ
シ
メ
サ
ル
ナ
リ
」
と
い
い
、

「有
限
個
立
的
ノ
宿
習
ハ
尚 

其
習
慣
惰
勢
ヲ
奮
テ
常
二
此
主
伴
互
具
ノ
関
係
ヲ
壅
蔽
セ
ン
ト
シ
ッ
、
ア
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
て
、
有
限
者
が
一
度
、
有
限
無 

限

の

関

係

で

あ

る

「有
機
組
織
」

「
主
伴
互
具
」

の
関
係
に
目
覚
め
た
と
し
て
も
、

「
現
生
娑
婆
在
命
中
」

に
は
、
箇
々
に
独
立
し
て
存
在 

す
る
と
い
う
意
識
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
有
限
者
と
し
て
の
自
己
と
無
限
と
の
関
係
は
さ
ら
に
ど
の
よ
う 

な
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
満
之
に
了
解
さ
れ
て
い
く
の
か
。

こ

の

問

題

を

「在
床
懺
悔
録
」

に
続
き
、

日
を
空
け
ず
に
記
さ
れ
た 

「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」

に
、
満

之

の

「
現
生
正
定
聚
論
」
を
究
明
す
る
と
い
う
課
題
の
も
と
に
尋
ね
て
い
き
た
い
。

注
①
 

「精
神
主
義
は
過
去
の
事
に
対
す
る
ア
キ
ラ
メ
主
義
な
り
。
精
神
主
義
は
現
在
の
事
に
対
す
る
安
住
主
義
な
り
。
精
神
主
義
は
未
来
の
事
に
対
す 

る
奮
励
主
義
な
り
。
」
「否
、
精
神
主
義
は
寧
ろ
現
在
の
安
住
を
主
要
と
す
る
も
の
な
り
。
」(

『全
集
』
第
六
巻
・
九
一
〜
二
頁
参
照)

。

②
 

佐
々
木
蓮
磨
「清
沢
満
之
の
信
仰
」(

『清
沢
満
之
の
研
究
』
教
化
研
究
所
、

一
九
五
七
年)

二
六
〜
ハ
頁
。
「在
床
懺
悔
録
」
「他
力
門
哲
学
骸
骨 

試
稿
」
に
お
け
る
満
之
の
現
生
正
定
聚
理
解
と
、
「現
在
安
住
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
は
、
神
戸
和
磨
「清
沢
満
之
の
名
号
論
」(

『親 

鸞
教
学
』
ハ
〇
・
ハ
一
合
併
号)

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
 

早
く
に
は
、
「羸
弱
思
想
」(

境
野
黄
洋
「羸
弱
思
想
の
流
行
」
『新
仏
教
』
第
三
号
第
二
巻)

、
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
「
の
っ 

ぺ
ら
ぼ
う
の
現
実
肯
定
」
福
島
寛
隆
「
「精
神
主
義
」
の
歴
史
的
性
格
」(

『日
本
仏
教
』
第
五
〇
・
五
一
合
併
号
、

一
九
ハ
〇
年)

、
「近
代
国
家
を
天 

皇
制
国
家
と
押
さ
え
国
家
社
会
の
現
実
補
完
を
語
る
思
想
家
と
し
て
の
清
沢
批
判
」
赤
松
徹
真
「近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
精
神
主
義
の
位
相
— 

清
沢
満
之
の
信
仰
と
そ
の
陥
穽
—
」(

『仏
教
史
学
論
集
』
、
永
田
晶
文
堂
、

一
九
七
七)

、
伊
香
間
祐
学
「明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
」(

『北
陸
聞 

法
通
信
』
六
、

一
九
ハ
七
年)

、
川
本
義
昭
「清
沢
満
之
の
教
学
的
陥
穽
—

「精
神
主
義
」
に
お
け
る
二
諦
的
問
題
—
」(

信
楽
峻
曆
編
『近
代
真
宗
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④⑨ ⑧ ⑦⑥ ⑤⑩⑪
思
想
史
研
究
』
、
法
蔵
館
、

一
九
八
ハ
年)

等
。
最
近
で
は
、
信
楽
峻
磨
「清
沢
満
之
の
真
俗
二
諦
説
」(

『清
沢
満
之
全
集
』
第
九
巻
月
報
、
岩
波
書 

店
、
二
〇
〇
三
年)

。

満
之
の
生
涯
を
哲
学
期
・
信
仰
期
の
二
期
、
も
し
く
は
、
建

峯
(

在
名
古
屋)

・
骸

骨
(

在
京
都)

・
石

水
(

在
舞
子)

・
臘

扇
(

在
東
京)

・
浜
風 

の
五
期
に
分
け
る
見
方
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
小
論
の
中
で
は
、
満

之

が

「当
用
日
記
」(

『全
集
』
第
八
巻
・
四
四
九
頁)

ま

た

「書
簡
」
 

(

『全
集
』
第
八
巻
・
三
〇
五
頁)

で
、
自
身
の
半
生
を
五
つ
の
号
に
よ
っ
て
分
け
た
区
分
に
従
っ
て
考
察
す
る
。

西
村
見
暁
『清
沢
満
之
先
生
』(

法
藏
館)

五
頁
参
照
。
満

之

は

『病
床
左
録
』
に

「
石
水
生
」
と
記
す
の
に
続
き
、
『保
養
雑
記 

第
一
編
』
に 

「石
水
魚
夫
誌
」(

『全
集
』
第
八
巻
・
ハ
ハ
頁)

、
『保
養
雑
記 

第
二
編
』
に

「石
水
処
士
録
」(

『全
集
』
第
八
巻
・
一
ニ
四
頁)

と
記
し
て
い
る
。
 

『全
集
』
第
八
巻
・
ハ
五
〜
六
頁
。

沢
柳
礼
次
郎
『吾
が
父 

沢
柳
政
太
郎
』(

大
空
社
、

一
九
ハ
七
年)

一
〇
四
頁
。
新

田
義

之

『沢
柳
政
太
郎
』(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六 

年)

六
六
頁
参
照
。

同
じ
く
近
代
に
生
き
た
福
沢
と
満
之
に
つ
い
て
の
対
比
的
思
想
研
究
は
、
延
塚

知
道
『他
力
を
生
き
る
』(

筑
摩
書
房 

二
〇
〇
一
年)

に
詳
説
さ 

れ
て
い
る
。

満
之
は
、
自

書

『宗
教
哲
学
骸
骨
』

の
手
沢
本
へ
の
書
き
込
み
で
あ
る
、
「宗
教
哲
学
骸
骨
書
入
」(

『全
集
』
第

一

巻

二

五

頁)

に

「宗
教
義 

解
」
と
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ベ
ッ
ク
、
カ
ン
ト
等
十
人
の
諸
哲
学
者
に
よ
る
宗
教
に
つ
い
て
の
定
義
を
し
た
後
、
「宗
教
は
有
限
無
限
の
調
和(

対
合
、
 

コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス)

也
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
、
結
論
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
諸
哲
学
者
を
通
じ
、
洋
の
東
西
を 

問
わ
ず
、
古
今
を
問
わ
ず
宗
教
は
「有
限
無
限
の
調
和
」
を
課
題
と
し
て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
満
之
自
身
も
同
様
の
課
題
の
下
に
「宗 

教
」
を
論
じ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
書
き
込
み
箇
所
は
、
満
之
手
沢
本
の
、
開
巻
扉
の
赤
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
『骸
骨
』
全
体
を
、
「有
限
無
限
」
の
関
係
を
課
題
と
し
て
了
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
視
座
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
 

両
者
共
に
満
之
生
前
に
は
未
発
表
の
論
稿
で
あ
る
。
ま
た
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
は

「試
稿
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
章
の
移
動
指 

示
、
修
正
が
施
さ
れ
て
お
り
、
未
定
稿
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
て
い
る
が
、
満

之

の

「他
力
門
哲
学
骸
骨
」
の
大
系
を
十
分
に
知
る
こ
と
が
で
き 

る
思
索
で
あ
る
。

明
治
二
七
年
一
ニ
月
、
沢
柳
政
太
郎
の
「真
宗
第
一
中
学
寮
長
事
務
加
談
解
職
」
の
一
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
明
治
二
五
年
来
、
沢
柳
政
太
郎
、
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⑫⑭⑰⑯⑮
今
川
覚
神
、
稲
葉
昌
丸
ら
と
と
も
に
、
満
之
自
ら
が
手
が
け
た
宗
門
の
学
事
体
制
刷
新
の
計
画
が
、
旧
体
制
派
に
よ
っ
て
切
り
崩
さ
れ
て
い
く
い
う 

状
況
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
満
之
が
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
思
想
の
教
学
的
研
究
を
行
っ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
宗
門
に
お
け
る
教
学
と
教
育
の
充
実
、
 

さ
ら
に
は
、
そ
の
刷
新
・
振
興
の
願
い
と
い
う
能
動
的
な
動
機
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
願
い
は
、
後
に
宗
門
革
新
運
動
へ 

と
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

安
冨
信
哉
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
満

之

は

『教
行
信
証
』
が
取
り
上
げ
る
回
向(

往

相

・
還
相)

、
浄
土 
(

真
仏
土
・
化
身
土)

の
問
題
に
つ 

い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
「
「個
立
と
協
同
」!

石
水
期
・
清
沢
満
之
を
手
懸
か
り
と
し
て!

」
『親
鸞
教
学
』
第
ハ
一
ニ
ハ
三
合
併
号
参
照
。
 

満
之
は
、
こ
の
問
題
を
更
に①

因
願
に
お
け
る
「国
中
人
天
」
の
意
味
す
る
も
の
。②

彼
土
不
退
・
現
生
不
退
に
関
す
る
問
題
。③

衆
生
に
お
け 

る
現
生
正
定
聚
は
弥
陀
同
体
の
円
覚
か
否
か
と
い
う
問
題
。④

住
正
定
聚
と
必
至
滅
度
に
関
す
る
現
当
・
一
益
法
門
ニ
益
法
門
の
問
題
、
と
の
関
連 

に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。

こ
こ
に
引
い
た
文
は
、
自
筆
稿
に
お
い
て
「以
下
削
」
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
こ
の
小
論
に
お
け
る
一
つ
前
の
引
文
の
、
文
章
と
図
の
間 

に
記
さ
れ
て
い
る
。(

こ
れ
ま
で
、
法

蔵

館

『全
集
』
に
よ
っ
て
、
削
除
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
最
後
の
有
限
無
限
の
図
は
、
自
筆
稿
で
は 

削
除
さ
れ
て
い
な
い
。)

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
な
さ
れ
る
願
成
就
文
の
訓
読
は
、
先
の
引
文
と
図
解
に
お
け
る
了
解
を
踏
ま
え
た
上
で
な
さ
れ
て
い 

る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
削
除
の
方
法
が
特
徴
的
な
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
削
除
す
る
範
囲
を
囲
っ
て
、
「以
下
削
」
と
指
示
さ
れ
る
。
こ
れ 

は
、
全
く
本
文
中
か
ら
抹
消
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自
身
の
思
索
の
跡
を
残
し
た
ま
ま
、
削
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ 

て
、
満
之
が
、
こ
こ
で
示
す
了
解
の
内
容
は
、
満
之
自
身
が
誤
っ
た
了
解
と
考
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
後
に
更
に
思
索
さ
れ
る
べ
き 

課
題
と
し
て
「以
下
削
」
と
さ
れ
た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。(

『全
集
』
第
二
巻
・
二
六
頁
注(
)
 
(

)

参
照)

『真
聖
全
』

一
ニ
ニ
ニ
七
頁
。

同
右
。

同
右
。
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